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1

九州から未来を創る九電グループ

グループ
理念

2021年度 2030年度

九電グループの思い

ずっと先まで、明るくしたい。

中期経営計画

はじめに

 九電グループは、今後も事業活動を通じて、基盤である九州の持続的発展に貢献し、地域・

社会とともに将来にわたって成長していくために、長期的な視点に立った経営の方向性として、

2019年６月に「九電グループ経営ビジョン2030」を策定いたしました。

 この経営ビジョンの実現に向けて、今回、中間目標となる「財務目標（2025年度）」、及び

2021年度から５年間の具体的な実行計画である「2021年度 中期経営計画」をとりまとめました。

 お客さまに、より豊かでより快適な生活につながるエネルギーサービスや新たな価値・サービ

スをお届けし、地域・社会とともに発展・成長していくため、グループ一体となって、経営ビ

ジョン実現に向けた取り組みを進めてまいります。

理念・ビジョンの実現に
向けた取り組み

戦略Ⅰ

• 環境に優しい
エネルギーの安定供給

• お客さまのニーズに応じた
エネルギーサービスの提供 など

戦略Ⅱ

• 地域・社会の課題解決 など

戦略Ⅲ

• 安全と健康の最優先 など

• 連結経常利益1,500億円

• 総販売電力量

1,200億kWh

• 九州のＣＯ₂削減必要量※

の70％の削減に貢献
※前提：2013年度比▲26％

• トップレベルの電気料金

の永続的な追求

経営目標（2030年度）

財務目標及び中期経営計画の位置付け

2025年度

国内電気事業 750億円
成長事業 750億円

・連結経常利益1,250億円以上

・自己資本比率20%程度

財務目標（2025年度）

国内電気事業 750億円
成長事業 500億円

グループ
経営ビジョン 戦略Ⅰ エネルギーサービス事業の進化

戦略Ⅱ 持続可能なコミュニティの共創

戦略Ⅲ 経営基盤の強化

～豊かさと快適さで、お客さまの一番に～

2030年のありたい姿実現に向けた戦略

経営ビジョン実現に
向けた中間目標




